
＜第11回「第２のふるさとづくりプロジェクト」に関する有識者会議＞

令和7年度 採択事業者による今年度の取組紹介

令和7年11月14日(金)

資料１



地域名 福島県二本松市
事業者名 一般社団法人岳温泉観光協会

＜ 「火山とともに生きる湯のまちから、
歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり ＞
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岳温泉を拠点とした“歩く”を通じた関係人口づくり
拠点：安達太良・吾妻自然センター（岳温泉）
フィールド：磐梯・吾妻・安達太良ボルケーノトレイル®

高湯温泉から岳温泉を山間部と繋いだ72キロの
ロングトレイル（火山と温泉地を繋いだ新しいトレイル）

ターゲット：ロングディスタンスハイカー
目的：
- 登山・温泉・保全を結ぶ“歩く体験”による滞在と再来訪促進
- 宿泊・交流を伴う「⾧く歩く・⾧く関わる旅」モデルの確立

背景課題：
- 登山者は多いが日帰り型中心
- 温泉と山（湯守文化・8km引き湯）のつながりが構成が弱い

公式サイト：https://www.adatara-azuma.com/

歩く人が訪れる場所づくり 歩く人が泊まりやすい環境づくり 歩く人を増やす動線づくり

高湯温泉

岳温泉

火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり
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トレイル×自然センター×温泉Xコミュニティによる相乗効果

自然センター（ANC)の役割：戻れる場所づくり
・ボルケーノトレイルを味わえるプログラム（100名以上）
- トレイルのゴール地点として報告・交流の場

→岳温泉へ新しいファンづくり 登山から山旅へ
- ハブであるANCによる情報・イベント・地域発信

コミュニティ形成：関わりしろを作る
・関わった人同士の再訪の仕組み（自然活用と保全の循環）
- 登山道整備・保全活動の拠点化（再来訪）
- 体験者SNS発信→再訪→ボランティアへの参加の循環

企業・関連団体連携：
- パタゴニア仙台イベント、親子山旅など新層開拓

→企業や団体の視察訪問の増加している

インフルエンサー的選手
の発信/4000いいね以上多様なプログラム

歩いた人による発信による自発的
情報発信増加

パタゴニア仙台イベント 親子山旅 視察プログラム
1400いいね

火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり
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歩くきっかけを増やす新しい仕組みとサービス
ターゲットを絞ったアプローチPR（専門誌活用）

アクセス支援：ツアーに依存しない歩く人を増やす
- 登山口送迎サービス・料金目安表示・情報集約
- タクシー会社連携や荷物配送のテスト

温泉・宿泊提案（泊まった方が楽しめるという視点）
・山旅参加者への温泉付きイベントやツアー拡充
- 個人でも参加しやすい簡易宿泊プラン
・温泉地が旅のスタートとゴールポイント

チャレンジ支援
・ 踏破チャレンジ登録・スタンプ帳・記念品
・来年ツアーに向けたトレーニングプラン
・歩くだけでなく、サイクルと組み合わせたプラン
・ボランティアとしての活動の場づくり

人が集まり出したポイント
①集客より歩く人の応援を強化

②出番と役割の創出（誰かの応援）
保全やボランティア参加

③参加者同士の仲間づくり

岳温泉

火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり
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歩く人がつながる自然の活用と保全の“循環する地域”へ
来訪（再来訪）
・週末を中心にボルケーノトレイルチャレンジする人が増加

（ツアー・イベントではない来訪のスタイル増加）
- SNS発信→来訪→報告→地域滞在→再発信・再来訪の循環が定着
- 体験者からの情報伝達で他の人の来訪の動きが出ている

持続可能な活動に向けて
- LNT Level1研修で地域ガイドネットワーク形成
- 自然の活用と保全をセットにするマインドセット
・活火山の恵みの温泉を感じる源泉ツアーの地域受け入れ環境整備

LNT研修（リーダー育成） 登山道整備 源泉ツアー
課題：地域の関係者をもっと増やし、巻き込み力を上げる

（DMOと受け入れ環境連携はスタート）

火山とともに生きる湯のまちから、歩いてつなぐ⾧く歩く道づくり



地域名 千葉県 南房総市（岩井地区）・鋸南町
事業者名 BOSO WEST COAST協議会

第２のふるさとづくりプロジェクト

房総西海岸協議会
BOSO WEST COAST



8

はじめまして、房総西海岸です
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はじめまして、房総西海岸です

南房企画 株式会社：観光・企画

株式会社 紀伊乃国屋：ホテル・旅館

株式会社トラックス(サンチャイルド)：マリンアクティビティ

株式会社VALM（BOTANICAL POOL CLUB）：プール／ビーチクラブ

株式会社アクト冷熱工業（YANE TATEYAMA /北条文庫）：本屋・複合施設

空間建築開発研究所：建築アーティスト

房総クラフトワークス：クラフトビール

山田永太郎：農業

佐久間ダム湖観光生産管理組合：体験・観光
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はじめまして、房総西海岸です

課題１：知られざる観光地

ビーチクラブ事業

課題２：たまにいく観光地

ローカルビジネス事業

１

２

広くPR

深く係る
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事業１「広くＰＲ」：Motona Beach Club
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事業１「広くＰＲ」：Motona Beach Club

7/19 Sat

269人

120万円

20%

25%

プレスリリース
自社サイト、ＤＭ、ＳＮＳ
リアル営業

Date

来場者

売上

うち飲食売上
地域調達率

来場者宿泊率

販促
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事業２「深く係る」：BOSO LOCAL BUSINESS CAMP
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事業２「深く係る」：BOSO LOCAL BUSINESS CAMP

11/1（土）～11/3（祝）

11/22（土）～11/24（祝）
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事業２「深く係る」：BOSO LOCAL BUSINESS CAMP
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事業２「深く係る」：BOSO LOCAL BUSINESS CAMP
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プレイベントの開催 計2回

NEWLOCAL 石田さんと話す「地域で仕事をつくる」@オンライン
Tabippo清水さん＆greenz植原さんと話す「ローカル」酒場＠オフライン

SNS広告

ターゲット：「観光・ローカル」に興味のある関東圏の18~60歳
と幅広く設定。

参加者のうち、現時点で2名が広告流入。

ゲストコーチ陣からの拡散

各ゲストが運営しているコミュニティ内でイベントの拡散

事業２「深く係る」：BOSO LOCAL BUSINESS CAMPの集客方法
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房総西海岸へいくたびも！

課題１：知られざる観光地

ビーチクラブ事業

課題２：たまにいく観光地

ローカルビジネス事業

１
２

広くPR

深く係る

2026年4月オープン
新規＋リピーター
Beach Club Culture

ローカルキャリア人
企業連携ビジネス
地域醸成

Thank you!



Touch the DOTOKU - 南砺のてしごと

事業紹介

地域名：富山県南砺市
事業者名：一般社団法人ジソウラボ
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南砺の伝統工芸（井波彫刻・五箇山和紙・福光麻布）の学びから、
その背景にある精神性「土徳」に触れることで何度も訪れる地となる実証事業

土徳とは、民藝運動の父・柳宗悦が提唱した富山県南砺地域に根
付く精神風土を表す言葉です。 
明確な定義はありませんが、地域の人々が共通して感じる自然と
の共生や土地の精神性を指します。 

DOTOKU?柳宗悦が提唱した「土徳」

昨年度から継続 今年度からの新規プログラム

事業概要
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本事業のターゲット

実際の参加者と集客状況

7月末から1か月間、関係各所へのチラシ配布、
大学や地方自治体を通じた周知、Meta広告、
地方活性×旅人マッチングプラットフォームの
メルマガなどで集客。
今年度から有料化したことに加え、本格的に伝
統工芸を学べるプログラムが評価され、学習意
欲の高いメンバーが集まった。

通年プログラムに関して、第３回目までの
リピート率（２回以上参加）：100%
各回の参加率：約86％（皆勤者数：4名）

4泊5日
夏季集中プログラム ８名

全4回
通年プログラム ７名

大学生8名
社会人7名
（平均年齢53歳）

うち富山県外か
らの来訪者11名

事業概要
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第１回
9/13~14実施

第２回
10/11~12実施

第４回
12/13-14実施予定

●民藝ゆかりの「光徳寺」で土徳ツアー
●オリエンテーション
●交流会
●各コースに分かれて伝統工芸体験

上記と別に「短期集中コース」を8/18~22と、9/5~9に実施

第３回
11/8~9実施

●各コースに分かれて伝統工芸体験
●地域の伝統継承イベント「南砺獅子舞

秋の陣」観覧

●各コースに分かれて伝統工芸体験
●地域イベント「土徳祭」参加

●各コースに分かれて伝統工芸体験
●土徳ゆかりの「善徳寺」で発表会
●交流会
●クロージングセッション

学
び
と
交
流
の
深
化
で
愛
着
形
成 【第３回の様子】

参加者＆運営が一緒になって楽しんだ

初回から参加者同士が交流できるようプログラ
ムの流れを工夫。昨年度の参加者もサポートメ
ンバーとして加わり、打ち解けやすい雰囲気を
醸成した。結果、高いリピートに繋がっている

スケジュールと実施状況



のと物語 共に紡ぐ復興のストーリー

地域名 七尾市
事業者名 能登DMC合同会社



HEADER

「のと物語」 

共に紡ぐ復興のストーリー 

令和6年能登半島地震による復興

の担い手不足が最大の課題となっ

ています。地域の持続可能性を 

高めるために、都市生活者が能登

に関わり続けるための 

「関わりしろ」を示し、 

「何度も訪れたくなる能登」を 

目指します。 
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背景と目的



HEADER

旅マエ 
・東京でのイベント（のと100Meet Up） 

・WEB・オンラインコミュニティ 

旅ナカ 
・地域の人に出会うツアー（のと物語、のと100ツアー） 

・現地でのイベント（ のと100Meet Up） 

旅アト 
・オンラインコミュニティ 

・LINEオープンチャット：能登に関する情報交換 

コミュニティ

WEB閲覧

訪問検討

訪問

meetup

ファン

担い手

体験

友達
・企業
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旅マエ・旅ナカ・旅アトの実施内容



HEADER
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実施結果 のと100 Meet Up



HEADER
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実施結果 のと100 Meet Up



HEADER
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実施結果 のと物語



地域名：石川県珠洲市
事業者名：珠洲市役所 観光交流課

復興関係人口による
“心の絆”で繋がる第2のふるさとづくり
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プロジェクト概要

農村魅力発信プロジェクト 観光拠点再生プロジェクト 須須神社支援プロジェクト

珠洲市で高齢化が進む集
落での農業や里山の暮ら
しに触れながら、地域資
源を活かした商品や仕組
みづくりの企画・実践等
を行います。

道の駅「すずなり」の売り
場や案内機能の改善、新た
な観光導線の設計、商品開
発、情報発信等を現場と協
働で企画し実装していきま
す。

能登半島の最先端に位置す
る須須神社を高付加価値拠
点にすべくブランド作りや
コラボレーションアイテム
の開発、販路開拓等を行い
ます。

下記、３つのプロジェクトを実施しています。
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参加者属性

65%

29%

6%

23%

24%
29%

6%

18%

21%

37%

42%

88%

12%

会社員

経営者・個人事業主

その他

20代

30代

40代

50代

60代以上

今回が初めて

震災ボランティア

その他

県外

県内

所属 珠洲市との関わり

年代 住まい

男性8割、女性2割の参加 県外：東京・⾧野・愛知・香川
県内：珠洲市、金沢市

計、18名が参加しています。
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プロジェクト詳細：農村魅力発信プロジェクト（7名参加）

人口150人！高齢化率70％超
“超”過疎集落・上黒丸地区から

ワクワクを生み出す！

新商品開発と農作物の販路開拓

地震と豪雨で被災した里山の再生

圧倒的な自然と集落を支えるシニアの

知恵をフル活用した新規事業
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活動の様子

 フィールドワーク2回実施（上黒丸で草刈り、牛小屋清掃、地域住民との交流等）

 上黒丸地区の課題をもとに各個人がやりたいことを提案して実施

 イオンの商品開発チームの研修として、上黒丸の地域資源を活用した商品開発

ワークショップを企画中
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プロジェクト詳細：観光拠点再生プロジェクト（7名参加）

道の駅「すずなり」の
機能・体制強化を通じて
持続可能な観光拠点へ！

新商品開発

新たな観光コンテンツの販売

売り場の案内機能の改善

珠洲市の観光情報の発信
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活動の様子

 フィールドワーク4回実施（個別訪問含む）

（道の駅すずなりスタッフからの課題ヒアリング、道の駅周辺の清掃）

 イオンのボランティア総勢20名で道の駅すずなり周辺の草刈りや自転車撤去な

ど景観保全の活動実施

 道の駅すずなりの商品開発や業務効率化のためのオペレーション改善など実施
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プロジェクト詳細：須須神社支援プロジェクト（4名参加）

日本海一帯の守護神
約2000年つづく須須神社で
新たなを価値を創造する！

高付加価値ブランディング

コラボレーション商品の開発

須須神社ファンづくり
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活動の様子

 フィールドワーク1回実施（須須神社や外浦地区の案内等）

 今後、持続可能な須須神社にするために、公式WEBサイトを構築予定

コンテンツ作成や魅力発信に取り組む
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施策の共有

 基本はクローズドで、以前より災害ボランティア等で珠洲に関わりをもつ個人及び

企業、連携事業者である合同会社CとH、株式会社パソナJOBHUBの人材・企業ネッ

トワークを中心に声掛け

 オンライン説明会を開催（約30名参加）

集客施策について

再来訪施策について

 携わる地域や人の魅力を感じてもらうようなプログラムを構築

 継続的な関りができるようにミッション参加型プロジェクトとして設計

 参加者に役割を与える（参加者の強みや興味関心をベースに役割を与える）

 各プロジェクトにおけるリーダー（地域コーディネーター）設置

 地域コーディネーターを通じた、地域の方々とのコミュニケーションの機会を構築



地域名：⾧野県生坂村
事業者名：生坂村観光協会
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概要

2024年より開始された⾧野県生坂村を舞台に企業連携による再生型観光

いくさか『創造の森』リジェネラティブ・ツーリズム第2期始動
- 地 域 と 旅 人 が 協 働 で 未 来 を つ く る ＜ リ ジ ェ ネ ラ テ ィ ブ D A O ＞ -

令和７年【環境省「第２回サステナブルな旅アワード」特別賞受賞】

令和７年【第4回「JATA SDGsアワード」 環境部門 優秀賞受賞】

W受賞の実績を持つこのプロジェクトが、ネイチャーポジティブと地域コミュニティの融合に
挑む第二章へ。地域や企業、そしてあなたと共に“育てる旅”が始まります。

自然と共に生き、地域課題をみんなで解決するリジェネラティブ・ツーリズム。昨年度は生物
多様性や森林整備に取り組み、今年は一歩先へ─全6回のツアープログラムを通じて地域と旅
人が協働で未来をつくる「リジェネラティブDAO（分散型自律コミュニティ）構想」に挑戦
します。

この取り組みは、生坂村観光協会、クラブツーリズム、株式会社フューチャーセッションズ、
合同会社HiTTiSYO 、株式会社アスエク、株式会社レシカの６つの企業がコンソーシアム形式
で協力して進めています。それぞれの企業が持つ専門性とネットワークを活かし、多角的な視
点からプロジェクトを支援します。
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中 山 間 地 域 の 里 地 里 山

災害に強い自給自足型の地域コミュニテ
ィ

未来を担う地域の子どもたちが主役

伝 統 文 化 と 最 新 技 術 の 融 合

いくさか『創造の森』プロジェクトとは？
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このプロジェクトの特徴は以下の通りです

1. 生坂村公式自然研究員（ネイチャーフェロー）

3. みんなで取組みたい地域課題を「起案」できる

4. 地域との交流

5. 専門家によるガイダンス

全6回で開催されるツアー終了後には、参加者を「生坂村公式自然研究員（ネイチャーフェロー）」として認定し、
彼らが地域の自然保護活動に積極的に参加することを奨励します。

地域を感じ体験することで、参加者は自身が来年度「生坂村公式自然研究員」として活動したい取り組みをプレゼ
ンテーションし、参加者の議決によって、実際のプロジェクト作りを行います。

各回のツアーに地元ゲストを招き、トークディスカッションを行います。村内の方々との交流を通じて、地域の文
化や課題について理解を深める機会が設けられています。

立教大学の奇二正彦准教授他、専門家を講師に迎え、学術的な裏付けのある内容が提供されます
。

ツアーの前後でオプショナルツアーを企画。地元の古民家での交流会やいくさか『創造の森』で焚き火を囲っての
BBQ、地元民が案内する村内周遊ツアーを敢行。

6. 前泊・後泊のオプショナルツアーで

2. 自然から学び、繋がり、自分自身を知る、多様な体験の提供

第2期では「ネイチャーポジティブ」を考え体感する自然ワークショップ、「大地の再生」ワークショップ、 薬膳
学から学ぶ自己を見つめるワークショップを開催。生き物の生態や自然の知識を学ぶだけでなく、実際に自然調査
や再生活動に参加することで、深い理解と実践的なスキルを身につけることができます。

特徴
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活動のご紹介
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宿 泊 施 設 の キ ャ パ を 鑑 み て 最 大 2 0 名 を 想 定 し て 応 募 開 始

応募期間：7月31日～9月12日

応募総数：19名（辞退：2名／新規：8名／一期生：7名／その家族：2名）

1 泊 2 日 の ツ ア ー に 2 回 以 上 参 加 が 条 件 。 参 加 ハ ー ド ル を 高 く 設 計 。
昨年は日帰りプログラムだったこともあり、20名のところ34名の集客があった。連携企業も含めると
フィールドに約50名が集った。そのため、雑務が多く、プログラムの精度を上げることが叶わなかっ
た。本プログラムは事業化を目指しており、またDAOという金融商品を扱うことが想定されるため、
より参加者にコミットメントを求める方向に舵を切った。本年度もプログラムのガイダンスを担当す
る立教大学・奇二准教授の生徒、ゼミ生、関係者が約6割を占める。

集客について
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村民との交流

LINEのオープンチャットでのコミュニケーションによる参加者同士の愛着

次回・来期への期待の醸成ー自身の提案をプロジェクト化するー

○○先生に会いたい、地元の○○さんに会いに行きたい！「推し」のいるフィールドを
目指す

総括：最も重要なことは来訪目的及び関わりしろの明確化

再来訪につなげる施策



＜地域課題解決型観光開発和歌山モデル事業＞

地域名 和歌山県和歌山市
事業者名 地域課題解決型観光開発和歌山モデル協議会



和歌山県・和歌山市の観光における地域課題

空き家率
和歌山県全体 21.2%
全国ワースト ２位

人口

県全体 約87万2,359人
和歌山市 約350,911人

※令和7年4月1日時点

日帰り客 約27,019千人

（日帰り率：約84%）

令和5年 観光入込客総数

約31,941千人

観光消費単価

日本人国内旅行 7,422円/人
※全国平均44,034円（2023年）
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モニターツアーの実施

実施期間：2025年7月1日～2026年1月31日
自費で1年に4回来訪する関係人口の創出、以下の5つのターゲット層に対し、
4回ずつモニターツアーを実施（各3名・全15名）

親子釣り教室モニター

株式会社
インプリージョン

おてつたびツアー

株式会社
おてつたび

大阪観光大学

大阪観光大学 観光学部

学生

テレワーカー育成セミナー

株式会社aubeBiz

ぶらり和歌山1泊2日モニター

株式会社
クラブツーリズム
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モニターツアーパンフレット（表）
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モニターツアーパンフレット（裏）
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集客の取り組み①：地元メディア掲載

地元メディア「ロカルわかやま」を活用し、取り組み情報の一元化を図っている。

モニターツアー募集も実施している。

▲ロカルわかやま2022年媒体資料より引用 51



集客の取り組み①：地元メディア掲載

地元メディア「ロカルわかやま」を活用し、取り組み情報の一元化を図っている。

モニターツアー募集も実施している。

▲ロカルわかやま2022年媒体資料より引用 52



集客の取り組み②：セミナー開催

大阪・QUINTBRIDGEにて、セミナーを開催。大阪在住のファミリー、シニア、テレワーカーな

どを対象としたセミナーを開催。「熊野古道」「釣り」「テレワーク」のキーワードに興味のあ

る方が来訪。
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再来訪に繋げる施策①：おてつたびモニターツアー

「おてつたび」と連携し、和歌山市内の受け入れ先業者を増やすことで労働力不足の課題

を解決する。人手が少ない飲食店営業の営業スタッフや宿泊施設の清掃等を依頼。

わざわざ遠方から応募いただくケースもあり、地域の労働力不足にも貢献しつつ、仕事

きっかけに再来訪する機会を創出。

1回目：09月17日（水）～09月21日（日）

・飲食店の運営、宿泊施設の清掃など

2回目：10月11日（土）～10月13日（月）

・宿泊施設の清掃、ベッド交換等

3回目：11月01日（土）～11月03日（月）

・竹灯夜イベントの竹準備

4回目：01月04日（土）～01月06日（月）

・飲食店の運営、宿泊施設の清掃など
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再来訪に繋げる施策②：テレワーカー育成セミナー

aubeBiz社と連携し、和歌山市内の“ローカルテレワーカー”創出に向けてセミナーを開催。

26名が参加し、テレワークコミュニティづくりを進める。一方でテレワーカーを誘致し、

熊野古道ウォーク体験できるプランも開発中
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再来訪に繋げる施策③：いづもや親子釣りクラブ

株式会社和みにて運営する飲食店・宿泊施設「いづもや」にて、釣りを子どもに体験させ

たいファミリーをターゲットに週末釣り教室として実施。回数を重ねるごとにスキルアッ

プ＋釣る魚を大きくしていくインセンティブを組み込む。

1回目：10月08日（水）＜10月7日 前泊＞

・釣り道具の使い方＋魚の捌き方

2回目：10月29日（水）＜10月28日 前泊＞

・波止場釣り＋魚捌き体験

3回目：11月16日（日）＜11月15日 前泊＞

・波止場釣り＋魚捌き体験

4回目：11月23日（日）＜11月22日 前泊＞

・釣船にて沖で釣り＋寿司握り体験
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再来訪に繋げる施策④：学生の地域でのお手伝い

大阪観光大学と連携し、和歌山市内の受け入れ先業者を増やすことで労働力不足の課題を

解決する。人手が少ない飲食店営業の営業スタッフや宿泊施設の清掃等を依頼。

わざわざ遠方から応募いただくケースもあり、地域の労働力不足にも貢献しつつ、仕事

きっかけに再来訪する機会を創出。

1回目：09月13日（土）～09月16日（火）

・空き家の清掃、セミナー開催の運営補助など

2回目：11月21日（金）～11月24日（月）

・竹灯夜イベントの準備など

3回目：12月24日（水）～12月28日（日）

・空き家の実測、インバウンドヒアリングなど

4回目：01月10日（土）～01月12日（月）

・和歌山電鐵のお手伝い、地域イベントの補助など
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再来訪に繋げる施策⑤：熊野古道「ぶらり1泊2日モニター」

全⾧120kmある熊野古道はコースを区切って数日かけて歩くロングトレイルコースが一般

的であり、カジュアルなショートコースは数が少ないため、ショートコースを実施するこ

とで新規来訪者の獲得と、リピート来訪を狙う。

・和歌山県世界遺産マスターである小野田真弓
氏と熊野古道紀伊路を歩くモニターツアーを企
画中
・世界遺産登録に向けて和歌山県、奈良県、三
重県で協議中。世界遺産登録となると、貴志川
線の来訪者増に大いにメリットとなる可能性が
高い
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旅マエの取り組み：オンラインセミナーの開催

実施期間：2025年7月1日～2026年1月31日
モニターツアー参加者に対する旅マエの情報提供を兼ねて、一般参加も可能な
リカレント講座を合計４回展開。
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旅マエの取り組み：オンラインセミナーの開催（全４回）

受講18名
／申込23名

受講15名
／申込22名

受講64名
／申込82名

受講71名
／申込98名
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ロゴ
地域名：広島県三原市
事業者名：株式会社まちづくり三原
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三原市って？

季節ごとにお祭りが新幹線駅周辺（徒歩５分圏内）に集まっているまち
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背景

まちの担い手が減少
踊り手も減少

地元
市外県外

地域を知りたい！

課題解決したい！

お祭りに関わりたい！

～WEBアプリ「MACHIDUCREW DAO」を使い～
市外県外の人が担い手になりながら楽しめるお祭り体験ツアーをスタート
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集客

SNS広告＋地方創生コミュニティ＋移住・関係人口イベント
（今後は、新成人の集い、ゆかりのある大学）
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旅マエ

旅マエに活動していると「コイン」が溜まり当日色々交換できる！
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旅ナカ（体験）

「手伝い」から「踊りで出場」、そして審査待ちからの受賞ならずを体験
そして・・・「コイン」も溜まっていく！



67

旅ナカ（DAO）

特典と交換できるもの、他にも、お祭り出店権なども？
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旅アト：振り返り

改善点や感想などをあげていくと、「コイン」が溜まっていく。

参加証明書NFT発行 DAOで振り返り！
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旅アト：振り返りと次回のお祭りへ

次回のお祭りへ！２回目３回目の方が更に特別な体験ができる！



地域名 洞爺湖町
事業者名 株式会社渡辺梱包企画

＜北海道・洞爺湖町 トーヤの森
第２のふるさとプロジェクト 企業版＞
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背景と目的

観光地としての知名度が高い一方で、滞在時間・再訪率を上げるため
に出来る事を探る
→再来訪率が明記された資料は見当たらない

「関係人口」創出の全国的潮流（観光→滞在→共創）

洞爺湖町における持続可能な地域交流拠点としての可能性
↓
①居場所の提供として
②交流プログラムの実施
③林業を学ぶ場として
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地域が抱える課題 持続可能な産業振興を目指して

観光業（地方都市として）

・地方都市では観光客の再来訪、⾧期滞在などの環境力が弱い

・人材確保や労働力の確保（質の高いサービスの確保や育成）

・移住の受け入れる体制は地域の意識醸成と魅力発信が必要

・観光を通して、地域にどう関わりが持てるかが見出せてない

林 業

・従事者の高齢化、深刻な人材不足（成り手がいない）

・海外輸入材との価格競争力が低下し経済的に不安定である

・森林の維持管理に莫大なコストが掛かり放置になりがち



•観光・交流・地域参加・学びを通じた持続的な地域循環モデルの構築

•洞爺湖町の未来に人の流れと関わりの流れを生み出す

•“第２のふるさと”として関係人口を創出

トーヤの森 プロジェクトの目的と概要
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SNS × ストーリーブランディング（森の日常、人の声）
→Facebook、Instagram、公式LINE

コラボ誘客
→生活の木のハーブティー、地元カフェ、焼き菓子職人、講師を招いての講座

トーヤの森 OPENDAY 毎月１回開催

＜集客について＞主に2パターンの方が居ます。(第2のふるさとづくりを前提) 

1.林業に興味がある方（生業を主に考え、視察に来る）

2.自然が好き方（空間、環境、生活、居住地域を見る方）

トーヤの森公式LINEをフォローしてもらうと、初回来訪１回
無料クーポンの配布をしています。

集客施策（初回来訪）
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•「森のパスポート（年間パス）」制度
→５，０００円

•月に一度開催のトーヤの森OPENDAYの情報発信をSNSにて行う

•公式LINEオープンチャットで情報共有・交流促進

再来訪施策（関係人口化）
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•運営主体

→洞爺湖町 × 地元企業 × 協力パートナー

・地元クリエイター・事業者の参画（焼き菓子・アロマ・クラフト等）、
ネイチャーガイド

運営・連携体制
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２０２６年度 初夏事業開始予定
in トーヤの森

～トレーラーハウス宿泊～
ワーケーション・企業研修・リトリート・森林

事業をトーヤの森でもっと身近に

お山のイラストレーター
平田美紗子氏

～【トーヤの森】ロゴイラスト～

何度も来訪を重ね出来上がってく
森の道と小さなコミュニティ、
この森の魅力を詰め込んでいます
。

自走化に向けて、これからの取り組みと活動 その１
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自然との触れ合いアクティビティ
自然共生サイトの登録を目指し、自然環境のデータ化を行います。

地場産業との連携
ふるさと納税（企業版）（一般向け）共に商品としての形を作り、地域への還元を行う。

移住者や就労を促す環境整備
トレーラーハウスなどハード面の整備を実施し、民泊業・ワーケーション・ガイドなど一
つの拠点づくりを行う。

自走化に向けて独自で動き出している事 その２
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１ 新たな第２のふるさと
洞爺湖町でしか体験できない自然を舞台にした
研修や交流で何度も来訪できる場所を作ります。

２ 雇用創出と移住促進
唯一無二の体験型観光で地域産業を活性化し、
地域雇用が生まれ安心して移住できる環境を創出
します。

３ 企業体験型観光への対応
企業のニーズにマッチした柔軟な対応を心掛け、
企業が環境意識が高まる自然を活用した体験型観
光や研修を行います。親子で休暇を取り校外学習
を行うラーケーションも導入を検討します。

４ 持続可能な環境保全林業
自然と人との共存（＝調和を楽しむ）
自然のことを考えた林業分野における活性化を促
進します。

まとめ・今後の展開
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地域名 北海道十勝郡浦幌町
事業者名 一般社団法人十勝うらほろ樂舎

＜うらほろアカデメイア2.0＞
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一般社団法人十勝うらほろ樂舎とは

次世代につながる地域社会のモデルをつくる
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協働により、次世代につながる地域社会のモデルをつくる
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「第2のふるさとづくりプロジェクト」企業版としての実施内容

A.特定企業2社のニーズに応えたモニターツアーの実施

B.更なる連携先確保に向けた「うらほろアカデメイア」の改良と実施

C.獲得する連携先へのモニターツアーの実施

D.関わりを可視化するコミュニケーションツールの作成



84

うらほろアカデメイアとは
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うらほろアカデメイアとは
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再来訪につなげる施策（開催後の交流とネットワーキングの場の提供） 



企業の関わり創出については、自治体の具体的な課題やプロジェクトが先行し、
それと企業ニーズや課題を繋げる形で創出を目指し取り組む。
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再来訪につなげる施策（企業連携の創出について）
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集客実績（一部抜粋）

2023年11月から10回開催し合計96名、うち2025年は5回実施し合計48名の参加。
この他にも、住宅・電子機器・飲料・メディア・ＩＴなど様々な業界から、

大企業からスタートアップまで幅広くご参加いただいております。
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集客方法について

①アカデメイアメンバー・参画専門家によるトップセールス

②参加企業の常連化による継続参加、口コミによる参加

③2025年に初めてCHRO会を開催、HR界隈での認知を獲得を目指す
今後も継続実施する。また、HR界隈での認知獲得に向けたイベント
等も検討している。



新潟県南魚沼市、湯沢町、魚沼市、十日町市、津南町、⾧野県栄村、群馬県みなかみ町
一般社団法人 雪国観光圏

帰る旅 地域ビジネス人材クリエイターズCAMP
今期進捗の共有
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企業人材・自治体人材向け 実施プログラム

本プログラムは
「地域との共創からイノベーション」
を実現するための実践的な研修です。

●対地域・対ユーザーとの
「関係性づくり・場づくり」
（コーチング・ファシリテーション）

●地域を巻き込み、アイデアを実現する
「プロジェクトマネジメント」
「地域ブランディング」

「帰る旅」プロジェクトで培った独自メソッドを
凝縮。
「地域との共創」によってイノベーションを起こ
し、事業開発・課題解決を目指すビジネス人材の
スキル向上を支援します。

【受講対象人材のイメージ】
自地域内の企業・自治体等に寄り添い、
経営層・リーダー層を巻き込みながら
”地域内共創”を行い、
事業ミッション・事業課題を解決したい
企業人材・自治体人材のみなさま 等

地域との関係性を育み活かす、自律型・地域イノベーション人材を創出
雪国発 越境学習プログラム

帰る旅 地域ビジネス人材クリエイターズCAMP



※「帰る旅研究会」は新潟県内の宿泊業・福祉業等の
経営・リーダー層、行政・観光協会職員、起業人材な
ど約20名が所属する多業種多職種の集団。地域・旅行
者との接点づくり～関係人口創出まで行う企画を各自
が運営しています。

地域と共創する
巻き込み力

「帰る旅」独自メソッ
ドで、関係性構築、場
づくり、プロジェクト
マネジメントのスキル
を習得

自己成⾧実感と
解決アイデアの発掘

ホームを離れたアウェ
イの環境で自己成⾧を
加速、ソリューション
に繋がるアイデアの発
掘を支援

多様な講師陣＋
地域リーダー人材

が支援

企業研修のプロフェッ
ショナル講師に加え、
雪国観光圏、じゃらん
リサーチセンター、帰
る旅研究会が応援

地域との関係性を育み活かす、自律型・地域イノベーション人材を創出
雪国発 越境学習プログラム

帰る旅 地域ビジネス人材クリエイターズCAMP

企業人材・自治体人材向け 実施プログラム
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■実施スケジュール
・10月3日（金）18:00頃~21:00頃＠オンライン

参加者合同キックオフ・事前説明会（概要説明・参加メンバー紹介）

・10月28日（火）～30日（木）現地研修❶「研修プログラム」（2泊3日）
＠新潟県南魚沼市ryugon（別邸安穏亭）
履修科目：コーチング／ファシリテーション／プロジェクトマネジメント／地域ブランディング

・11月20日（木）～21日（金）現地研修❷「成果発表会」（1泊2日）
＠新潟県南魚沼市ryugon（別邸安穏亭）

＋11月上旬～中旬（参加者ごとに個別設定）：個別メンター相談会
＠オンライン（or希望者は新潟県内で対面もOK）
担当メンターが不明点や成果発表会準備をサポート、現地研修❶内で担当メンターと日程を調整します

■オプション企画（費用別途・ 12～1月を予定）
本プログラムで繋がった地域の皆さんと、さらにつながりを深め
知見を得たい方々向けの「地域しごと＆地域のくらし疑似体験イベント企画」を開催

地域との関係性を育み活かす、自律型・地域イノベーション人材を創出
雪国発 越境学習プログラム

帰る旅 地域ビジネス人材クリエイターズCAMP

※今期参加者予定：12名（金融機関5名／民間企業2名／自治体・外郭団体3名／起業人材2名）

企業人材・自治体人材向け 実施プログラム
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①集客について
・今期：立ち上げのため、クライアントリストはなく、内部組織メンバーが関係性の
ある企業・団体へのアプローチや、SNS等での広報活動を主に実施。
・来期：実証実験したプログラム内容の提供価値が、「どのような企業・団体や人材
（職種・職歴など）に適しているのか」を、改めて振り返り・検討しながら、クライ
アント候補の選定を行いたい意向。数社の企業ヒアリングにもうかがう予定。

②再来訪につなげる施策
→「関係性深化の機会」を複数設置、

ただし現状取り組み中のため効果があるかは検証できていない。
・研修プログラム内のメンター役が経営する企業、地域内の取り組みを視察。
・初回来訪→再来訪までの期間に、関係性を深めるための個別面談会を実施。
（WEB会議orリアルで会合）
・参加者とメンター陣とのコミュニケーション用にLINEオープンチャットの開設。
・プログラムの終了後に、再々来訪につながるオプション企画を計画。
（任意参加、11～1月実施）

地域との関係性を育み活かす、自律型・地域イノベーション人材を創出
雪国発 越境学習プログラム

帰る旅 地域ビジネス人材クリエイターズCAMP

企業人材・自治体人材向け 実施プログラム
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⻑野県千曲川流域/しなの鉄道沿線地域
ワーケーションまちづくりラボ（株式会社ふろしきや)

＜ワーケーション発！
広域”レボ系“プログラムを通した共創HUB＞



2

主体者紹介

【 実施主体：ワーケーションまちづくりラボとは 】
「ワーケーションまちづくりラボ」は、2019年から【ワーケーションは可能性の⼊り⼝】と捉
え、ワーケーションでの出会いを通じての様々なプロジェクトを⾏ってきました。これまで６
年間で計１８回のワーケーション・イベントを実施、600名を超える⽅に参加いただき、

企業と個⼈両⽅の⼈格で、豊かな出会いを演出してきました。

2All rights reserved. CONFIDENTIAL

【１】はじめに｜ワーケーションはやっぱり”人”がおもしろくする！

【 ワーケーションは「働きながら楽しむ」人と人生の交差点】
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主体者紹介

レボ系ワーケーション
メッセージブックより
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取組内容
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取組内容
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取組内容

千曲川流域を舞台に、
企業の［ものがたり］を創る、

そして始める。
私たちは、全国発信や全国展開（海外展開も）を狙った
ソーシャルグッドな挑戦的かつ実験的な事業づくりに
千曲川流域の資源を使ってもらいたい。それが、

［レボ系アクセラレーションプログラム］
※アクセラレーションとは「加速、促進、⾼速化」などを意味する⾔葉。
ビジネス分野では企業や事業の成⻑を短期間で促進する取り組みを指します。
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取組内容
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集客について

地域での継続可能なビジネスモデルを、

地域の人ともに構築したい。

活用できる資源を
もっと大きく捉えて、
スケールの大きな事業を
思い描いていきたい。

社会にベクトルが向いている自治体や団体との
連携を前提とした出会いを求めている。

【 こ ん な コ ト し た く な い で す か ？ 】

﻿自社の事業を地域創生に活用して、
社会貢献に役立てたい。

CSR活動に偏りすぎず、
事業KPIで語れる
地域連携がしたい。

広報⼿段：これまでのワーケーション来訪者のネットワーク、
⻑野県信州リゾートテレワーク、⻑野県観光機構公式SNS、
⻑野県県⼈会コミュニティなどに連絡。

現在の進捗：これまでのワーケーション同様、すでにこの地域に来訪した
信頼が集まる⼈の後押しがあった⼈がプログラムに参加

→少ない⼈数でも企業や仲間のネットワークがある⼈を迎えてプログラムを磨く
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再来訪について

企業視点での段階と⽬的の設定し、時間的効率や成果をわかりやすく
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再来訪について

短時間での演出：同じ経験を共有し、相⼿を知り、⾃分を曝(さら)け出す
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再来訪について

短時間での演出：自分のこと、仕事のこと、仕掛けたいことを話す場を何度も設ける



地域名 三重県大台町
事業者名 大台町子どもプロジェクト推進協議会

＜ 「ラーケーションの日」とワーケーション
連携による第２のふるさとづくり＞
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 １．多くの人が育つ場として役立ちたい！
・大台町25年の体験学習/ボランティア実績
・若い世代の自然・地域経験不足への憂慮
・日本の文化や地域が滅びる危機意識
２．地域維持に第２の担い手を！（関係人口）
・労働者がおらず地域の維持がもう無理
・関係人口でもいいから手伝って欲しい
・地域には人を一人前にするすごい教育効果
３．交付金急減の代替にふるさと住民登録？

トヨタ自動車（株）様対象に事業実施

地域側「企業行きつけの田舎になりたい」
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１．「ﾗｰｹｰｼｮﾝの日」で家族が自分が会社が変わる
子どもの成⾧+家族も自分も成⾧→仕事へのﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ
上昇→新しい視点+α→1人でなく会社全体大きな波
→全く新しい何か（デジタル改革推進室）

２．ワークライフバランス
仕事と私生活両方へのチャレンジを応援するため多様
な機会を提供（労働組合）

３．トヨタ三重宮川山林（社有林）
社内で知名度を高めたい（社会貢献部）

本事業と大変親和性が高いとの評価

企業側「ラーケーションの日」効果
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１．11月28日～1月26日まで6回の金土日月
・日帰り、1泊2日、2泊3日選べる体験活動を準備
・いつ来ていつ帰っても良い
２．集客
トヨタ自動車（株）とトヨタ自動車労働組合の皆様
３．再来訪の施策
（１）リピート来訪には価格の安さ
①宿泊：大杉谷地域総合センターを開放：無料宿泊ができ議
論を深める場(コモンズ）としたい。
②有料体験と無料のボランティア体験
（２）社有林をアセットとして有効活用※次年度以降
（３）どれだけ思索が深められるか※教育ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ

進捗状況



離島医療の魅力化による
関係人口拡大PJ

地域名 島根県隠岐郡
事業者名 海士町
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持続的な医療関係者の還流を促す

本事業では、海士町とすでにかかわりを持ち離島医療のために派遣を
実施しているような医療関連法人のネットワークを対象に実施する。

①医療人材を対象に離島医療会議のようなへき地医療の現状や課題を
学ぶ研修機会の提供

②観光協会等と連携し離島の自然や文化に触れることで心身を整える
観光体験の提供

③診療所における代理診療を行うことでへき地医療に実際に携わる機
会の提供、これらを組み合わせる（医師のワーケーションとしてパッ
ケージ化する）ことで、医療人材や医療関連法人と海士町との関係性
を高め、持続的な医療関係者の還流を促すことで、観光振興と持続可
能で安心・安全な離島医療環境の充実との両立を目指すものである。

事業概要
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持続的な医療関係者の還流を促す

事業概要

離島医療の現状・課題を学ぶ機会
（研修・離島医療会議等）

離島の自然・文化を感じる機会
（観光・宿泊）

離島の診療所で実際に働く機会
（代理診察等）

働くことでお金を"稼
ぐ"

【仕事で地域に貢献】

観光でお金を"使う"
【消費で地域に貢献】

地域でお金が循環

想いのある医師にアプローチ

関係人口である医師のワーケーション

海士町公式アンバサダー制度や離島医療会議を通して関係性を継続
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持続的な医療関係者の還流を促す

事業概要
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持続的な医療関係者の還流を促す

①集客について

離島・海士町の航路という条件不利な場所であるから、移動日に1.5
日取られてしまい、2泊3日の行程では島内の状況を見ていただく、ま
た、労働時間でいっぱいとなってしまい、ワーケンションの時間を十
分にとることができない。3泊4日の行程であれば、島内の観光地を一
人で見て回り、ゆっくりすることができるが、医療従事者で週末以外
でなかなか来島の時間を持つことが難しい。

さらに、勤務医との調整、移動時間を考えるとモニターツアーを月1
回実施することで精一杯な状況であり、代診が必要な時期も冬場に、
中⾧期なことや夏～秋は観光シーズンとかぶっていることもあり、島
内の宿の供給バランスとの調整が必要であることから、今後に向けて
検討していくことが必要である。

課題
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持続的な医療関係者の還流を促す

②再来訪につなげる施策について

これまでの取組を通して、個人の医療従事者が多く、リピーターとし
て再来訪につなげてきている。今後、持続的な体制を構築するために
民間と連携した体制作りが必要。今回の事業のおかげでその体制づく
りを図ることができた。さらに、町としてアンバサダー制度という寄
附、投資による町の事業支援、つながりを持つことができていること
から、DXの活用(電子通貨によるふるさと納税支援、流用、情報発信)
による再来訪に向けた仕掛けを続けていく。

課題



「観光まちづくり」で企業のミライを
コトひらく町・琴平

地域名：香川県仲多度郡琴平町
事業者名：株式会社地方創生
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事業概要

事業目的

地域の主力産業である

「観光まちづくり」を

軸に、企業との交流・

共創を促し、継続的な

関与を可能にする「企

業の関係人口化モデル

」の創出を目指す。

ターゲット像

琴平町のビジョンに共

感し、「観光」分野へ

の取り組みや、新規事

業・イノベ人材育成に

注力したい企業層を対

象とする。

主要KPI

プログラム参加企業数

・5社以上

・宿泊事業者の収入増

加100人泊以上

・参加者の再来訪意向

度90%以上を目標とす

る。



プログラムの開発状況

・ 新規事業実証モデル

カヤックとは「音声街歩きガイド」や「地域企業の採用支援」の実証をに開始。

ArinosとはCVCを活用した地域事業の成⾧モデルの検証を決定。

・ 人材育成 / 組織開発モデル

関西電力と、社員の心理的安全性の高い場づくりを重視し、

リトリート型研修を共同で開発中。

・ 地域共創モデル

企業が地域課題（竹林問題など）の解決に参画する「関わりしろ」として、

竹あかりイベントを共同プロジェクトとして実行。

1

2

3

今年度の取組状況

カヤック、Arinos、関西電力など、多様なニーズを持つ5テーマ/5社のプログラム具体化

と来訪の方針が決まっている。
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共創パートナー・企業の獲得戦略（集客の取り組み）

集客戦略（ターゲットと販路）

関西圏（大阪）を重点ターゲットとし、

11月26日にNTT西日本が運営するオープ

ンイノベーション施設「QUINTBRIDGE

（大阪市都島区）」でプロモーションイ

ベントを開催し、次年度以降の販路確保

を目指す。

訴求する価値の明確化

「現場の手触り」「文化と事業の交わり」

「越境の刺激」といったキーワードで、実

証の場や挑戦機会を求める新規事業、人事

、CSR担当者へ訴求している。
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再来訪につなげる施策

反復継続的な来訪を促

すため、大阪-琴平間

の高速バスと地域内交

通「琴平mobi」の使い

放題サブスクチケット

を開発し、利用促進を

図る。

関係性深化コンテン
ツ

再来訪につながる愛着

を醸成するため、琴平

町（行政）、地域の歴

史・文化を伝える語り

部（五人百姓 池氏）

など、町のキーマンと

の深い意見交換機会を

提供している。

旅アトのフォロー体
制

来訪者全員にアンケー

トを実施し、企業担当

者とのオンライン

MTGを通じて、継続

的な関係構築に向けた

ネクストアクションを

設定する。

移動コストの削減
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「能登半島地震復興ワーケーション」

中間報告
（関係人口から行動人口へ）

地域名 石川県七尾市・輪島市
事業者名 株式会社JTB金沢支店
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【事業概要】
事業名：「能登半島地震復興ワーケーション」
目的：震災復興支援と地域活性化を両立する企業連携型ワーケーション
対象地域：石川県七尾市・輪島市
主催：JTB金沢支店
→企業が能登の復興に関わるきっかけをつくる、

視察・講話・ガイド体験を通じた参加型プログラムを実施

【集客の工夫】
・JTB法人顧客向けセールス（JTBビジネスソリューション事業部中心に大手企業へのセールス実施）
・テレワークワーケーション官民推進協議会との連携（会員数314社）
・ANAとの連携での情報発信
・当プログラムのランディングページ制作（下記参照）

＜ランディングページ＞ ＜note（事業の記事を掲載＞

復興ワーケーション事業概要と集客の工夫
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【集客】
＜確定・実施＞ 約70名
・9/30-1 三井物産株式会社様（輪島・七尾 12名）
・11/1 株式会社竹中製作所（七尾 30名）
・11/6 株式会社日本科学技術研修所（七尾 10名）
・11/14 テレワーク・ワーケーション官民協議会（七尾 20名）

＜問い合わせ＞
・3月 大手メーカー労働組合（100名）
・4月 大手不動産会社新入社員研修（30名）

【再来訪につなげる工夫】
プログラム内容・またガイド、講師からの説明において
「能登に関心を持ちつづけてほしい」「企業として関われることは？」を考える内容にしております。

そのうえで、下記工夫により再来訪につなげる「つながり」の構築を検討しております。
・noteやSNSで企業体験記事を発信
・オンライン報告会・交流会（30分程度）
・復興状況や次回プログラムを共有TeamsやZoomで簡単開催

現在の集客と再来訪につなげる工夫


